
報
告

最
新
調
査
成
果
報
告

一
報
告
者
紹
介

一
矢
野
裕
介
(
や
の
ゅ
う
す
け
)

一
同
忘
社
大
学
文
学
部
卒
業
。

…
熊
本
県
文
化
課
を
経
て
、
現

α、
熊
本
県
L
M
装
飾
十
川
墳
館
分
館
「
股
史
公
閤
鞠
符
城
・
漏
故
創
生
館
」
勤
務
。

…
鞠
符
城
跡
発
抑
制
調
資
に
従
事
。
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-
報
告

「
最
新
調
査
成
果
報
告
」

矢

野

裕

歴
史
公
園
鞠
智
城
る日
i.ITIl 

故
創
生
館
参
事

介
(
熊
本
県
教
育
委
員
会

は
じ
め
に
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
倒
的
生
館
の
矢
野
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。本
日
は
、
「
鞠
智
城
跡
の
調
査
と
成
果
」
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
四
二
年
か
ら
熊
本
県
教
育
委
員
会
で
実
施
し
て
き
ま
し
た

鞠
智
城
跡
発
掘
調
査
の
最
新
成
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

実
は
、
今
年
の
三
月
に
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
成
果
を
総
括
し
た
「
鞠
智
城
跡
E

|
鞠
智
城
跡
第
八
(
)
一
一
三
次
調
査
報

告
ー
ー
」
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
で
は
鞠
智
城
、
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ

を
中
心
に
考
察
を
加
え
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
七
世
紀
後
半
か
ら
一

O
世
紀
中
頃
ま
で
、
約
一
一
一

O
O年
も
の
長
き
に
亘
っ
て

存
続
し
た
城
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
閥
、
城
の
機
能
が
変
化
し
な
が
ら
五
時
期
に
区
分
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
本
日
は
、
こ
の
こ
と
を
中
心
に
ご
報
告
し
ま
す
。
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一
、
六
国
史
に
み
る
鞠
智
城

古
代
律
令
制
下
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
六
つ
の
国
史
、
「
六
国
史
」

、
か
中
央
政
府
に
よ
り
編
纂
さ
れ
ま
す
が
、
鞠
智
城
跡
は
、
そ
の
六
国
史
に
城
名
が
登
場

紙
す
る
城
跡
で
す
。
そ
の
初
見
は
、
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
(
六
九
八
)
年
五
月
の

裕

く

く

ち

矧
条
で
、
「
大
宰
府
を
し
て
大
野
・
基
一
嬉
・
鞠
智
の
三
城
を
繕
い
治
め
し
む
」
と
あ
り
ま
す
0

1

大
野
城
は
福
岡
県
大
野
城
市
・
太
宰
府
市
・
宇
美
町
を
中
心
に
、
基
賂
城
は
佐
賀
県
基

鞍
山
町
・
福
縄
県
筑
紫
野
市
に
立
地
し
て
い
る
城
で
す
が
、
そ
の
三
番
目
に
記
載
さ
れ
て

い
る
の
が
鞠
智
城
で
、
そ
れ
ら
三
城
を
修
理
し
た
と
い
う
内
容
に
な
り
ま
す
。
鞠
智
城

は
、
そ
の
後
、
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
、
『
日
本
三
代
実
録
』
に
も
登
場
し
ま
す
が
、

現
在
の
「
菊
池
」
と
い
う
漢
字
が
使
わ
れ
て
お
り
、
「
菊
池
城
院
」
あ
る
い
は
「
菊
池

郡
城
(
境
)
院
」
と
い
う
名
前
で
登
場
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
平
安
時
代
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
「
兵
庫
の
鼓
自
ら
鳴
る
」
と

い
う
奇
怪
な
現
象
が
城
内
で
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
肥
後
関
か
ら
中
央
政
府
に
た
び
た
び
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
「
兵
庫
」

と
は
武
器
を
納
め
て
い
た
倉
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
倉
に
讃
か
れ
で
あ
っ
た
鼓
、
か
ひ
と
り
で
に
鳴
っ
た
と
い
う
内
容
に
な
り
ま

す
。
)
そ
の
う
ち
、
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
二
(
八
五
八
)
年
六
月
の
条
に
は
、
そ
の
奇
怪
な
現
象
の
後
に
、
「
不
動
倉

十
一
宇
火
く
」
と
い
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
不
動
倉
」
と
い
う
の
は
備
蓄
用
の
米
を
納
め
て
い
た
倉
の
こ
と
で

す
が
、
域
内
に
あ
っ
た
不
動
倉
十
一
棟
、
か
火
災
に
あ
っ
た
と
い
う
内
容
に
な
り
ま
す
。
『
日
本
三
大
実
録
』
一
冗
慶
一
ニ
(
八
七
九
)

年
一
二
月
の
条
を
最
後
に
鞠
智
城
に
関
す
る
記
録
が
途
絶
え
ま
す
が
、
鞠
智
城
は
、
修
理
し
て
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
八
一
年
間

存
続
し
た
城
で
あ
っ
た
こ
と
が
文
献
上
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
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一
一
、
鞠
智
城
跡
の
概
要

鞠
知
日
城
跡
は
、
熊
本
県
の
北
部
、
阿
蘇
の
北
外
輪
山
か
ら
有
明
海
へ
西
流
す
る
菊
池
川
の
河
口
か
ら
四

0
キ
ロ
ほ
ど
遡
っ
た

中
流
域
、
福
岡
県
と
の
県
境
を
限
る
筑
肥
山
地
の
主
峰
、
八
方
ヶ
岳
(
標
高
一

O
五
二
メ
ー
ト
ル
)
の
南
西
側
の
麓
に
位
四
位
し

て
い
ま
す
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
臼
村
江
の
敗
戦
士
ハ
ム
ハ
一
一
一
)
以
降
、
敵
国
で
あ
っ
た
唐
・
新
羅
の
侵
攻
に
備
え
、
天
知
日
間

(
六
六
五
)
年
に
大
野
城
、
基
嬉
城
、
天
智
六
(
ム
ハ
ム
ハ
七
)
年
に
金
田
城
(
長
崎
県
対
馬
市
)
、
屋
嶋
城
(
香
川
県
高
松
市
)
、

高
安
城
(
大
阪
府
八
尾
市
ほ
か
)
な
ど
を
配
し
、
国
家
防
衛
網
を
築
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
過
程
で
鞠
智
城
も
築
か
れ
た
も
の

こ
だ
い
さ
ん
じ
よ
う
/
こ
だ
い
や
ま
し
ろ

と
思
わ
れ
ま
す
。
鞠
智
城
跡
は
学
術
上
、
古
代
山
城
と
い
い
ま
す
が
、
吉
代
山
城
に
は
、
こ
れ
ら
城
の
よ
う
に
国

史
に
記
載
の
あ
る
城
の
ほ
か
、
国
史
に
記
載
の
無
い
城
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
る
と
、
西
日
本
各
地
で
二
二
城
(
う
ち
高
安

城
跡
は
比
定
地
)
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
鞠
智
城
跡
は
最
も
南
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
西
海
道
諸
国
島

の
統
轄
、
対
外
交
渉
、
西
辺
防
備
の
役
割
を
担
っ
た
地
方
出
先
機
関
「
大
宰
府
」
か
ら
は
直
線
距
離
で
南
に
約
六
二
キ
口
、
肥

後
の
国
府
が
あ
っ
た
熊
本
市
周
辺
か
ら
も
北
に
約
一
一
一

0
キ
ロ
離
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

次
に
、
鞠
智
城
跡
の
城
域
で
す
が
、
古
く
か
ら
狭
域
説
と
広
域
説
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
周
り
の
長
さ
が
一
一
一
・
五

キ
ロ
、
面
積
、
か
五
五
ヘ
ク
タ
!
ル
、
こ
の
範
囲
を
真
の
城
域
と
し
、
そ
れ
を
含
む
六
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
国
の
史
跡
に
指
定

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
鹿
市
と
菊
池
市
の
ち
ょ
う
ど
市
境
に
位
置
し
て
お
り
、
九
割
が
山
鹿
市
、
残
り
一
部
が
菊
池
市
と
な

り
ま
す
。
鞠
智
城
跡
の
周
辺
に
「
木
野
」
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
古
代
律
令
制
下
、
周
、
辺
は
肥
後
国
菊
池
郡
に

属
し
て
お
り
、
菊
池
郡
に
あ
っ
た
九
郷
の
ひ
と
つ
が
城
野
郷
に
ち
な
む
地
名
と
な
り
ま
す
。
鞠
智
城
の
北
西
側
に
は
大
同
二

(八

O
七
)
年
に
京
都
の
松
尾
大
社
か
ら
分
室
さ
れ
た
と
由
来
さ
れ
る
「
城
野
松
尾
神
社
」
が
あ
り
、
そ
の
西
側
の
盆
地
に
は
、

く
る
ま
じ

古
代
の
土
地
区
画
と
な
る
条
里
の
地
割
、
か
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
鞠
智
城
跡
の
南
側
に
は
車
路
と
い
う
地
名
か
ら
復
元
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福
岡
、
大
分
、

阿
蘇

さ
ら
に
熊
本
市
中
心
部
に
向
か
う
交
通
の
要
衝

さ
れ
た
古
代
官
道
が
推
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
、

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鞠
智
城
跡
の
発
掘
調
査
は
、
昭
和
四
二
年
度
か
ら
平
成
二
二
年
度
ま
で
で
一
一
一
次
を
数
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
城
域
の
南
側

の
深
迫
、
堀
切
、
池
ノ
尾
の
一
ニ
筒
所
に
城
門
後
、
西
側
と
南
側
の
尾
根
線
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
西
側
土
塁
線
、
南
側
土
塁
線
、
城

の
中
心
と
な
る
長
者
原
・
上
原
地
区
に
七
二
棟
の
建
物
跡
、
そ
の
北
側
に
貯
水
池
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
土
し

ひ
ら
ぐ
わ
よ
こ
づ
ち

た
遺
物
と
し
て
は
、
須
恵
器
、
土
師
器
な
ど
の
土
器
や
建
築
用
材
、
平
鍬
、
横
槌
な
ど
の
木
製
品
、
百
済
の
様
式
を
受
け
継
い

た

ん

べ

ん

は

ち

ょ

う

れ

ん

げ

も

ん

の

き

ま

る

が

わ

ら

は

た

ひ

と

お

し

ご

と

だ
単
弁
八
葉
蓮
華
文
軒
丸
瓦
を
は
じ
め
と
す
る
瓦
類
、
「
秦
人
忍
口
五
斗
」
と
墨
書
さ
れ
た
木
館
、
貯
水
池
跡
の
池
尻
部
か
ら

ど
う
ぞ
う
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う

出
土
し
た
百
済
系
の
鍛
造
菩
薩
立
像
、
か
あ
り
ま
す
。

三
、
学
期
区
分
と
変
遷

冒
頭
で
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
鞠
智
城
は
一
一
一

0
0年
間
存
続
し
、
そ
の
問
、
機
能
と
役
都
を
変
え
な
が
ら
五
期
(
鞠
智
城
1

1
V刷
用
)
に
区
分
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
次
に
各
期
の
様
桔
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。
ま
ず
、
鞠
智
城
i
期
で
す
が
、
鞠
智
城
の
創
建
期
に
あ
た
り
ま
す
。
年
代
的
に
は
、
七
世
紀
の
第
3
四
半
期
か
ら
第
4
四
半

期
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の
建
物
は
掘
立
柱
建
物
で
、
城
内
に
建
物
の
主
軸
方
向
を
大
き
く
西
に
振
る
形
で
建
物
、
か
配
置
さ

れ
ま
す
が
、
小
型
の
建
物
も
多
く
、
多
様
な
様
相
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
城

内
や
土
塁
な
ど
、
城
の
外
郭
線
上
の
施
設
は
し
っ
か
り
造
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
つ
の
城
門
跡
の
う
ち
、
こ
の
期
に
確
実
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
堀
切
門
跡
で
す
。
堀
切
門
跡
で
は
、
山
産
地
を
掘
り
切
っ
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て
通
路
(
登
城
道
)
を
通
し
て
い
ま
す
が
、
緩
や
か
に
な
る
傾
斜
変
換
点
に
、
門
の
支
柱
穴
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
門

礎
石
が
あ
っ
た
も
の
と
忠
わ
れ
ま
す
。
こ
の
堀
切
門
礎
石
は
、
一
石
に
両
一
扉
分
の
二
つ
の
軸
摺
穴
が
穿
た
れ
て
い
る
の
を
特
徴

と
し
ま
す
。
土
器
線
で
は
、
南
側
土
塁
線
の
西
端
部
で
、
高
さ
五
(
)
八
メ
ー
ト
ル
の
中
位
に
テ
ラ
ス
を
持
つ
二
段
構
造
の
土
塁

跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
西
側
土
塁
線
の
北
端
部
で
も
土
塁
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
土
塁
跡
に
も
、
土
塁
の
基

礎
と
な
る
一
番
裾
に
あ
た
る
部
分
に
、
土
留
め
の
た
め
に
一
ら
を
並
べ
た
石
列
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
建
当
初
か
ら
長
者
原
地
区
の
北
側
谷
部
に
貯
水
池
も
造
ら
れ
ま
し
た
。
南
北
に
長
い
約
五
、
一
二

O
O平
方
メ
!
ト

ル
の
規
模
を
有
し
て
お
り
、
水
汲
み
場
や
貯
木
施
設
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
様
々
な
用
途
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。
貯
木
施
設
で
は
、
木
舞
と
い
う
細
い
材
を
数
本
な
い
し
十
数
本
単
位
で
讃
か
れ
た
り
、
蔓
が
巻
か
れ
た
り
し

た
状
況
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
治
ノ
尾
で
見
つ
か
っ
た
水
門
で
す
。
雨
水
や
湧
水
を
城
外
に
排
水
す
る
施
設
の
こ
と
を
水
門
と
い
い
ま
す
。
約
九
・

六
メ

i
ト
ル
幅
の
城
壁
の
下
に
結
渠
を
通
す
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
池
ノ
尾
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
が
、
鞠
智
城
I
期
の
施
設
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、
城
門
や
土
塁
線
な
ど
外
郭
線
上
の
施
設
を
し
っ
か
り
造
り

込
む
一
方
、
貯
水
池
を
除
き
域
内
の
施
設
の
整
備
ま
で
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

次
の
鞠
知
日
城
H
期
で
す
が
、
鞠
智
城
の
最
隆
盛
期
に
あ
た
り
ま
す
。
年
代
的
に
は
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
第
一
四
半
期
前

半
で
、
長
者
原
地
区
の
北
東
側
か
ら
上
原
地
一
肢
の
北
側
に
か
け
て
、
「
コ
」
字
形
に
配
置
さ
れ
た
建
物
群
が
出
現
す
る
の
が
大

き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
城
の
管
理
・
運
営
を
司
っ
た
管
理
棟
的
建
物
群
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
建
物
郡
の
南
側
に

方
位
を
合
わ
せ
る
よ
う
な
形
で
建
物
、
か
配
置
さ
れ
ま
す
。
域
内
の
施
設
を
再
編
し
た
段
階
に
位
麗
づ
け
ら
れ
、
古
代
山
城
で
は

唯
一
の
八
角
形
建
物
も
こ
の
期
に
出
現
し
ま
し
た
。
八
角
形
建
物
跡
は
、
約
五

0
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
南
北
二
箇
所
で
見
つ
か
っ
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て
お
り
、
南
側
の
も
の
が
心
柱
を
中
心
に
三
重
に
巡
る
の
に
対
し
て
、
北
側
の
も
の
は
二
重
に
柱
が
巡
り
ま
す
。
全
閤
的
に
み

て
も
構
造
上
珍
し
く
、
韓
国
の
二
型
山
城
(
京
幾
道
河
南
市
)
に
類
例
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
期
の
土
器
の
出
土
が

非
常
に
多
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
員
が
こ
の
鞠
智
城
に
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
鞠
智
城
の
最
盛
期
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
の
鞠
智
城
田
期
は
、
年
代
的
に
は
八
世
紀
第
1
四
半
期
か
ら
第
3
四
半
期
に
あ
た
り
ま
す
。
管
理
棟
約
建
物
群
と
八
角
形

建
物
は
存
続
し
な
が
ら
も
、
大
き
な
変
化
と
し
て
、
礎
石
建
物
の
出
現
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
城
内
最
大
の
礎
石
建
物
、
四
九
号

建
物
跡
も
こ
の
期
の
建
物
で
す
が
、
長
倉
形
式
の
建
物
で
、
特
殊
な
倉
庫
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
礎
石
建

物
は
、
比
較
的
小
振
り
の
礎
石
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
期
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
販
の
土
器
の

出
土
は
皆
無
に
等
し
い
こ
と
か
ら
、
城
の
維
持
・
管
理
に
必
要
な
最
低
限
の
人
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
城
の
運
営
に
変
化
が
生

じ
た
可
能
性
が
指
掃
で
き
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
鞠
智
城
町
山
期
で
す
が
、
鞠
智
城
の
変
革
期
に
あ
た
り
、
年
代
的
に
は
八
世
紀
第
4
四
半
期
か
ら
九
世
紀
第

3
四
半
期
に
な
り
ま
す
。
鞠
智
城
の
機
能
の
変
遷
の
中
で
最
も
大
き
な
変
化
を
遂
げ
る
の
が
こ
の
期
に
な
り
ま
す
。
こ
の
販
の

特
徴
と
し
て
、
城
を
管
理
す
る
管
理
棟
的
建
物
群
の
消
失
、
貯
水
池
に
お
け
る
貯
木
場
の
埋
没
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
鞠

智
城
国
期
の
礎
石
建
物
の
礎
石
が
小
振
り
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
期
に
な
る
と
、
大
き
な
礎
吾
、
か
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
か
ら
、
食
糧
の
備
蓄
施
設
と
し
て
の
機
能
が
主
体
と
な
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

先
ほ
ど
吋
日
本
文
徳
天
皇
実
録
b

の
中
に
、
「
不
動
倉
十
一
宇
火
く
」
と
い
う
記
述
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
不
動
倉
が
こ

の
期
の
建
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
後
の
鞠
智
城
V
期
で
す
。
年
代
的
に
は
、
九
世
紀
第
4
四
半
期
か
ら
一

O
世
紀
第
3
四
半
期
で
、
鞠
智
城
の
終
末
期
に
あ
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た
り
ま
す
。
鞠
智
城
町
期
の
終
わ
り
に
、
不
動
倉
十
一
一
棟
が
焼
失
し
、
建
物
の
棟
数
が
減
少
す
る
も
の
の
、
五
六
号
建
物
跡
の

よ
う
に
、
新
た
に
大
型
の
倉
庫
を
建
て
る
な
ど
、
食
糧
の
備
蓄
施
設
と
し
て
の
機
能
が
存
続
し
な
が
ら
、
溌
城
を
迎
え
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
、
鞠
智
城
の
五
期
に
わ
た
る
変
遷
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
が
、
鞠
智
城
の
場
合
、
鞠
智
城

I
1甑
期
と
な
る
七
世
紀

第
3
四
半
期
か
ら
八
世
紀
第
3
四
半
期
ま
で
は
、
築
城
当
初
の
目
的
と
な
る
軍
事
施
設
と
し
て
機
能
が
主
体
で
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
鞠
智
城

w
l
V期
と
な
る
八
世
紀
第
4
四
半
期
か
ら
廃
城
と
な
る
一

O
世
紀
第
3
四
半
期
ま
で
は
、
軍
事
施
設
と
し
て

の
機
能
は
存
続
す
る
も
の
の
、
食
糧
の
備
蓄
施
設
と
し
て
の
機
能
が
主
体
を
占
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
鞠
智
城

1
1班
期
前
半
ま
で
の
問
、
鞠
知
日
城
は
、
大
宰
府
と
ほ
ぼ
連
動
し
た
動
向
を
示
し
て
お
り
、
大
罪
府
防
衛
の
軍

事
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
も
大
宰
府
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
大
宰
府
や
肥
後
国
府
、
大
野
城
、
基
緯
城
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
山
城
と
の
比
較
検
討
や
、

出
土
遺
物
の
詳
細
な
分
析
を
も
と
に
、
さ
ら
に
鞠
智
械
の
機
能
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
を
持
ち
ま
し
て
、
「
鞠
智
城
跡
の
調
査
と
成
果
」
に
つ
い
て
ご
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。
ご
清
聴
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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